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【当初・変更（回数）】 木曽地域振興局
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新規 1 C
国定公園化に向けた御嶽山魅力
発信及び御嶽山安全対策事業

・御嶽山国定公園化に向けて、周知を図り機運を醸成するための
ポスター及びコースターを作成。また「御嶽山山カード」を増刷、木
曽地域、中京方面等で配付し、安全登山啓発も含め、機運醸成の
一助とする。
・情報発信・避難対策を学び、御嶽山の安全対策の向上に寄与す
るため、先進地視察を行う。

令和７年６月
　　　～
令和７年10月

新規 2 C ふるさとの思い出造成事業
・一町村にスポットを当て（令和７年度は上松町）、子どもたちが地
域の特産品などを活用し地域の企業等と協働で作業等の体験を
することによりふるさとへの想いを深めてもらう。

令和７年５月
　　　～
令和８年３月

新規 3 C 木曽地域リニア活用推進事業

・リニア中央新幹線開業に向け、岐阜県駅を視野に入れた県境を
跨ぐ観光地域づくりを研究するための「木曽地域リニア活用推進
協議会」を開催する。また、その中の部会において研究を進めてい
く。
・長野県駅が予定されている伊那谷地域との連携も深める。

令和７年６月
　　　～
令和８年３月

新規 4 C ふるさと納税確保促進事業

・木曽郡内各町村の自主財源確保（ふるさと納税確保）の取組を
促進させるため、管内６町村を対象に、ふるさと納税額の多い町
村（県内、県外問わず）への視察や、ふるさと納税額の多い町村担
当者、実績のあるコンサル等を講師に招いて返礼品の開発、ふる
さと納税の集め方、使用方法などのノウハウについての講演会、
勉強会を開催する。

令和７年５月
　　　～
令和８年３月

新規 5 C
信州まつもと空港発レンタカー利
用促進キャンペーン事業
（松本地域振興局）

・松本空港経由のレンタカー使用者の空港周辺地域への周遊を促
進するため、観光クーポンブックを配布する。
（松本、北アルプス、木曽、諏訪、長野、上田、飛騨地域）

令和７年６月
　　　～
令和８年３月

新規 6 C
木曽地域木材産業振興対策推進
事業

・木曽地域の主伐・再造林や木材生産の促進のためアドバイザー
による課題調査、関係者の連携体制の検討や先進地視察を行う。
・新たな木材需要喚起のため、全国規模で開催される「ウッドコレ
クション2025」に出展し、木曽産材及び製材品等の啓発活動を展
開する。
・木曽青峰高校、林業大学校、上松技術専門校を対象とした現地
見学会や交流会を実施し、三校連携を推進する。

令和７年６月
　　　～
令和８年３月

新規 7 C 社会的起業支援事業
・木曽地域で起業を目指す方を対象に、起業マインドを高めるため
の研修会を開催する。また、過年度（令和元年度～令和６年度）の
研修会参加者を対象にフォローアップ講座を開催する。

令和７年５月
　　　～
令和７年10月

新規 8 C 木曽地域広域観光推進事業
・町村、木曽広域連合等と連携し、広域観光や効果的な広域観光
推進体制等について理解を深める勉強会を開催する。

令和７年５月
　　　～
令和８年３月

新規 9 C
木曽地域観光・農産物等魅力発
信事業

・局内の課・所、管内町村、木曽広域連合及び民間事業者と連携
し、中日ビル（名古屋市）において、ポスター展示、チラシ配布、地
場産品の販売等により木曽地域の観光や農産物等のＰＲを行う。
また、新たに長野県名古屋事務所前のスペースも活用し、民間事
業者単独による物販・観光ＰＲも含め7月～1月の間に継続的にイ
ベントを開催する。

令和７年７月
　　　～
令和８年２月

新規 10 C
災害時保健医療福祉活動の連携
強化事業

・災害時に医療（救助・救急）、福祉（要配慮者支援）、保健（保健
衛生・感染症予防）が迅速に提供できるように、町村・広域消防・
木曽病院などの関係者を対象に被災者支援に係る研修会を開催
する。

令和７年５月
　　　～
令和７年12月

新規 11 B
林業・木材産業の人材確保、
ブランディング等推進事業

・上松技術専門校は、県内外から入校があり、また、修了生も県内
はもとより、県外でも活躍している。木工・家具作家として活躍する
修了生を紹介する冊子を作成し、木工の魅力を伝えるとともに、木
曽（上松技術専門校）で学ぶことを呼び掛ける。それにより、「木工
といえば上松」、「木を学ぶなら木曽」のアピールへ繋げる。
・巻末には近い将来、全国募集を行う木曽青峰高校や林業大学校
の紹介も掲載する。

令和７年５月
　　　～
令和８年３月

新規 12 B
木曽青峰高校森林環境科全国募
集推進事業

・専門科（森林環境科）のカリキュラムを充実させ、全国募集を推
進するため、木曽地域及び県内の産業や伝統工芸を見学・視察を
する。
・木曽青峰高校森林環境科を全国に知ってもらうため東京におけ
る広報活動を行う。

令和７年６月
　　　～
令和８年２月
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